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・ ９月のユーロ圏のＰＭＩ総合産出指数（速報値）は53.8と前月から2.4ポイント低下。小幅低下との事

前予想（56.2→55.7）を大きく下振れ。14ヶ月連続で業況判断の分岐点である50を上回ったものの、

モメンタムの悪化傾向が顕著。既にピークアウトした製造業の業況判断が一段と低下したことに加え、

サービス業も過去数ヶ月の堅調な改善ペースから水準を切り下げた（表）。 

・ 発表元のMarkitによれば、過去のＰＭＩ指数とＧＤＰとの関係からは、7-9月期のユーロ圏の成長率が

前期比＋0.6％程度に相当。９月の低下で、10-12月期は同＋0.3％程度のペースで始まったとのこと。 

・ 国別にはドイツが製造業・サービス業ともに前月から大きく低下。製造業の業況改善ペースの悪化は、

主に生産・受注判断の冷え込みによるもの。だが、雇用判断の改善が続くなど、先行きの業況判断が

完全に下方シフトした訳ではない。フランスでは、製造業の業況判断が３月に、サービス業が５月に

ピークアウトした後も意外に底堅く推移している。 

・ 今回のＰＭＩ指数の低下は、輸出の牽引力の低下などを背景に、ユーロ圏の景気が年後半に大きく減

速することを示唆。一方で、サービス業の先行き判断（サービス業ＰＭＩ指数は業況の現状判断のみ

から作成）はドイツ・フランスともに堅調を維持。景気がここから大崩れする訳ではないことを示唆。 

■ＰＭＩ製造業指数 ■ユーロ圏：ＰＭＩ製造業指数と鉱工業生産

注：鉱工業生産は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。
出所：Markit 出所：Markit、Eurostat
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■ＰＭＩ指数（季節調整済み）

2009 2010 2010
4Q 1Q 2Q 3Q 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ユーロ圏 総合 53.6 54.4 56.6 55.6 55.9 57.3 56.4 56.0 56.7 56.2 53.8
製造業 51.2 54.4 56.3 55.1 56.6 57.6 55.8 55.6 56.7 55.1 53.6
サービス業 53.1 52.8 55.8 55.1 54.1 55.6 56.2 55.5 55.8 55.9 53.6

ドイツ 製造業 52.0 57.0 59.4 58.2 60.2 61.5 58.4 58.4 61.2 58.2 55.3
サービス業 51.6 53.0 54.9 56.1 54.9 55.2 54.8 54.8 56.5 57.2 54.6

フランス 製造業 54.9 55.6 55.7 54.8 56.5 56.6 55.8 54.8 53.9 55.1 55.4
サービス業 59.1 54.9 60.5 60.1 53.8 59.2 61.4 60.8 61.1 60.4 58.8

出所：Markit  


